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死生学研究会セミナー・テーマー覧

会場 :八王子市生涯学習センター・クリエイトホール

「死の不安の解消」と「生と死」について語ろう」

「死の不安の解消」と「生と死」について語ろう」

「死の不安の解消」と「心の開放」について

「死の不安の解消」と「生と死」について

「死の不安の解消」と「心の開放」について

第 6回、2009/11/3(祝 日):日 本人の死生観と、死に逝く人との対話

第 7回、2010/3/20(土 ):死の不安の解消と、空 (く う)について

第 8回、2010/7/T(日 ):不安の解消と、空 (く う)の体験

第 9回、2010/11/20(土 ):不安 (生老病死)の解消と、心の自由

第 10回、2011/3/19(土 ):東 日本大震災で延期→7冷 (土):死と、どう向き合うかつ

第 11回、2011/11/3(祝 日):死と、どう向き合うかつ…自分の死

第 12回、 2012/3/24(Iヒ ):死とは何か ?

第 13回、2012/721(土 ):死と、どう向き合うか ?…孤独死の不安

第 14回、2012/11/18(日 ):死に逝く人一残される家族

第 15回、2013/3/30(土 ):死の不安の解消…自力と他力

第 16回、

第 17回、

第 18回、

第 19回、

第 20回、

2013/7/15(月 ・休 日):あ と3か月の命です…言われたら

2013/11/30(土 ):あ と3か月の命です一言われたら② 家族の死の受容
2014/3/29(土 ):自 分を客観的に見る方法

2014/7/21(月・休日):人類はなぜ死を自覚したのか '
2014/11/29(土 ):人類はなぜ神と宗教を必要としたのか ?

2015/3/28(土 ):死の不安の解消②一書きなぐり発散

2015/3/21(月・休日):哲学と宗教は、死をどのように捉えたか '→ 2回中止

2016/7/24(日 ):ハイデガー・鈴木正三 (武士)と 、瞬生五十年

2016/11/19~(土 ):死生観を固めよう !

2017/3/25(土 ):死生を語ろう…看取りとその後

2017/7/15(土 ):空 と悟 り…哲学的考察

2017/11/5(日 ):空 と悟 リー体験

2018/3/24(土 ):笑いながら死生を語れる時代…の実現

2018/7/16(月・休 日):心の自由とは何か ?

2018/11/23(金 ・休 日):が ん・認知症…不安の解消

2019/3/21(木・休 日):それでも生きようよ !…死の哲学的考察

2019/7/15(月 ・休日):空 (く う)の大地を踏みしめよう !… 自分を客観視

2019/11/23(土 ):看取りとその後…色々あってみんな良い !

2023/3/26(日 ):孤独死の不安とその解消→3年間コロナ禍で延期の後 。再開

2023/7/30(日 ):生が終われば、死も終わるのだ ―の考察

2024/2/24(土 ):人は、なぜ死が怖いのか?

20246/22(土 ):死に直面したらどうしますか?

2024/10/摯 (・ ):空 と悟りの解説と体験…西田哲学で考える

2025/2″′ (*):孤独死の覚悟がありますか。(仮題)

2025/6″ =(キ ):死への先駆と本来的自己一ハイデガー「存在と時間」 (仮題 )
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